
「学ぶよろこびを実感できるまちをめざして」 （岩手県滝沢市） 

｢仮設住宅の再編等に係る子供の学習支援によるコミュニティ復興支援事業｣の取組事例 
                                                         

目標 

土曜日の教育活動等 市内公共機関、盛岡大学、相の沢キャンプ
場 

取組事業 活動実施 

場所 

【土曜日の教育活動等】 
◎滝沢ふるさと少年少女探検隊講座 
土曜日等の週末や休日を活用し、ふるさと滝沢や郷土いわてが誇る地域資産に関する体験学習の機会を提供し、郷土理解推進とふるさと
の魅力を再発見することにより、伝統を受け継ぎ未来へと継承する次代を担うリーダー育成を図ることを目的に実施している。 

第１回 「探検しよう！ 岩手山火山とみんなの命を守る防災」 
第２回 「探検しよう！ 魚釣りとネイチャーゲーム」 
第３回 「探検しよう！ ハイテク産業都市たきざわ」 
第４回 「探険しよう！ 世界遺産を目指す御所野縄文公園」 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

取組概要 

【土曜日の教育活動等】 
・参加児童（１０人×４回：延４０人）のアンケートでは、９割以上の子どもが「いろいろなことを知  
 ることができて良かった」と回答しており、「ふるさとを学ぶ」きっかけづくりとなっている。また、  
 保護者からは次のような感想が寄せられている。 
 
 ①帰ってきてから体験したことを次々と話してくれる。 
 ②他の小学校や他学年の人たちと友達になり、貴重な体験ができた。 
 ③自分で予定表を見て準備し、帰ってきてから片付けまでキチンとできるようになった。 
 ④より多くの知識を身につけ、さらにそれを他者に伝えることができるようになった。また、自 
   分の感想だけでなく、体験内容をメモを基に教えてくれるなど成長が見られた。 
 ⑤地球環境問題を学ぶことで、エコな生活を心がけ行動できるようになり関心が高まった。 

 
 以上のことから、リーダーとしての資質の育成や伝統文化、自然環境への興味関心を
深める活動ができている。 

事業成果 

（課題） 
 募集人数を増やすことができるよう
に、周知・広報の仕方を工夫する。ま
た、児童のニーズに対応できるように、
体験活動の内容や支援できる講師の確
保を引き続き検討する。 
 
（今後の取組） 
 ふるさとを学ぶことで、帰属意識を
高めることやふるさとの伝統文化を継
承する人材育成の入り口として関わり
やすい企画、参加しやすい体験活動の
充実に努める。 

課題や今後の取組 


